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問　原発再稼働の
政府方針への見解は

答 　村としての責任を果たしていく

問　洪水避難タワーを
建設しては

答 　様々な課題があり検討していない

と
電
力
会
社
の
責
任
。
あ

え
て
電
力
ひ
っ
迫
を
宣
伝

し
て
原
発
依
存
の
気
持
ち

を
国
民
に
起
こ
さ
せ
よ
う

と
い
う
意
図
か
。
６
市
村

長
の
原
子
力
所
在
地
域
首

長
懇
談
会
の
反
応
は
。
こ

の
先
、
理
不
尽
な
圧
力
が

村
に
か
か
っ
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
こ
と
も
含
め
て
、

村
長
の
見
解
は
。

答　
原
子
力
所
在
地
域
首

長
懇
談
会
で
は
こ
の
件
は

心
当
た
り
が
な
い
。
立
地

地
域
ご
と
の
事
情
が
あ
る

の
で
、
直
接
住
民
と
接
す

る
私
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
同
様
、
村
民
の
安
心
・

安
全
を
第
一
に
、
自
ら
の

責
任
を
果
た
し
て
い
く
。

買
収
の
進
捗
は

答　
地
域
の
声
を
聞
き
な

が
ら
進
め
て
い
く

問　
令
和
２
年
に
は
前
向

き
な
答
弁
が
あ
っ
た
。
そ

の
後
２
年
半
の
間
に
住
民

の
整
備
に
よ
り
、
ミ
カ
ン

や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
水
芭

蕉
等
が
植
栽
さ
れ
散
歩
に

訪
れ
る
方
も
多
く
な
っ
た
。

買
収
の
考
え
方
は
。

答　
真
崎
自
治
会
や
各
種

団
体
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

し
、
整
備
活
用
の
方
針
が

定
ま
り
、
具
体
的
な
計
画

と
し
て
進
め
る
中
で
土
地

取
得
の
必
要
性
に
つ
い
て

も
改
め
て
協
議
し
た
い
。

問　
８
月
24
日
に
突
然
政

府
は
、
東
海
第
二
を
含
む

原
発
７
基
の
再
稼
働
を
目

指
す
方
針
を
示
し
た
。
新

増
設
を
し
な
い
政
策
を
転

換
し
、
地
域
の
状
況
や
住

民
の
意
向
を
無
視
し
て
先

の
見
通
し
も
な
い
ま
ま
願

望
を
語
っ
た
形
で
、
批
判

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。「
い

つ
ど
こ
に
」
の
計
画
も
な

く
小
型
原
子
炉
を
造
る
と

か
、
80
年
ま
で
延
長
と
か
、

稼
働
し
て
い
た
時
間
だ
け

で
運
転
期
間
を
計
算
す
る

な
ど
、
国
民
の
命
を
守
る

こ
と
を
優
先
せ
ず
、
地
元

に
圧
力
を
か
け
よ
う
と
い

う
の
か
。
電
力
ひ
っ
迫
は

無
策
を
続
け
て
き
た
政
府

問　
日
立
市
で
は
、
久
慈

川
と
支
流
の
茂
宮
川
の
氾

濫
で
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
人

的
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
今

年
５
月
に
高
さ
９
．７
ｍ
、

１
０
０
人
収
容
で
き
る
洪

水
避
難
タ
ワ
ー
を
神
田
町

に
建
設
し
た
。
久
慈
川
沿

い
の
住
民
の
危
機
意
識
は

強
い
。
洪
水
避
難
タ
ワ
ー

を
建
設
し
て
は
ど
う
か
。

答　
洪
水
避
難
タ
ワ
ー
は

逃
げ
遅
れ
た
場
合
の
緊
急

避
難
時
に
一
定
の
有
効
性

は
あ
る
が
、
用
地
の
確
保

や
財
源
、
建
設
後
の
運
用

面
に
課
題
が
あ
り
現
時
点

で
は
検
討
し
て
い
な
い
。

問　
真
崎
古
墳
群
南
斜
面

工事が進む東海第二原発
工事終了は 2024 年 9 月予定

日立市神田町に完成した洪水避難タワー


